
内　容

茎疫病抵抗性とSMV抵抗性を合わせ持つ系統を

育成するため、2006 年に茎疫病抵抗性育成系統と

SMV抵抗性育成系統を交配し（図―ア）、42系統を

得た。この42系統を幼苗段階でDNAマーカー

（Raso009OPTとSatt530）の調査と茎疫病菌（兵庫県

の優先レースE, A系統）の接種検定により茎疫病抵

抗性遺伝子を持つ８系統を選抜した。さらに、この

８系統を３葉期まで養成し、汁液接種によりSMV

（B系統）を接種検定後、DNAマーカー（Sc_172_151, 

Sc_172_616）を用いてSMV抵抗性遺伝子の有無を

確認し２系統を選抜した（図―イ）。

この両病害抵抗性２系統は丹波黒「兵系黒３号」

の遺伝子の割合が71.9%と低かったので、丹波黒の

特性に近い系統を得るため2009年～2010年にかけて

「兵系黒３号」を２回戻し交配し（図―ウ）、同様な

病害抵抗性の選抜を行った結果、「兵系黒３号」の

遺伝子の割合を93.0%まで高めた24系統を2010年秋

に得た（図―エ）。この24系統を2010年冬期に温室

で栽培し、2011年６月収穫後、10粒重と茎疫病と

SMV抵抗性遺伝子の有無をDNAマーカーにより調

査し、有望な２系統「81331」、「81332」を選抜した

（図―オ、写真２、表）。

今後の方針

現在、２系統から採種した種子40個体をセンター

場内ほ場で栽培し、茎疫病とSMVに対する抵抗性

の確認と栽培特性の調査を実施している。今後は

2011年の成績を見て、将来的な品種登録も含め取扱

いを検討する。
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写真１　ウイルスに感染した黒大豆の葉

写真２　育成系統と丹波黒の外観
　　　＊

Ａ：81332（病害抵抗性）Ｂ：丹波黒（兵系黒３号）
＊2010年11月播種（温室内）、2011年６月収穫

図　茎疫病とSMVに強い黒大豆の選抜の過程
＊索引は本文中の図―ア―オに該当する

表　育成系統の形質と特性
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